
https://jukensansuu.org 

 

数字の長方形のパズル 

 

 図１・２のマス目では，長方形（正方形）の辺の上に３や１のように同じ数字が３個あり，数字と数字

の間の辺が通るマスの数が，その数字と同じになっています。ただし，辺が通るマスの数は，数字と数字

の間の最短経路のマスの数でなければなりません。図３の場合，かげをつけた２つのマスの間の最短経路

は１マスなので，このような長方形は考えません。 

このきまりにしたがって，図４のように，〇異なる数字の長方形を，〇辺と辺が重ならないように，か

きこみます。 

 以下の問いに答えなさい。必要であれば，２枚目のマス目を利用してかまいません。 

 

図１        図２        図３         図４ 

 

 

 

 

 

 

（１）縦
たて

６マス，横２０マスのマス目に，数字の長方形は最も多くて何個入りますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）縦１５０マス，横３０１マスのマス目に，数字の長方形は最も多くて何個入りますか。 
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数字の長方形のパズル （１）５個 （２）１００個 

 

（１）下の図のような，１，３，５，７，９の５個の長方形が最多の場合です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）７の長方形（正方形）を例にとると，以下の３通りがあります。長方形の辺上に並ぶマスの個数

は，いずれの場合も（７＋１）×３＝２４（マス）です。 

 

 

 

 

 

 

   この３通りの長方形は，（２４＋４）÷２＝１４より，縦横に並ぶ長方形の個数の和が１４になって

います。ただし，縦４マス横１０マスの場合は次の図のように，７の数字の間が５マスになってしま

います。よって，横に並ぶマスの個数は，７＋２＝９（マス）までとなります。 

 

 

 

 

   また，以上のことから，偶数の数字の長方形は作れないことがわかります。例えば数字の４の場

合，辺上に並ぶマスの個数は，（４＋１）×３＝１５という奇数なので，長方形になりません。 
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奇数の数字の長方形の（縦，横）のマスの個数を整理すると，次のようになります。 

１…（２，３）            ３…（３，５），（４，４） 

５…（４，７），（５，６）       ７…（５，９），（６，８），（７，７） 

９…（６，11），（７，10），（８，９） １１…（７，13），（８，12），（９，11），（10，10） 

     …                  … 

   ここで，長方形の内側に長方形が入る条件を考えます。たとえば数字の９の長方形は（６，11），

（７，10），（８，９）なので，その内側に入る長方形の大きさは縦横ともに２マス小さくなるので，

（４，９），（５，８），（６，７）ですから，数字の５以下の長方形が条件をみたし，７の長方形は内

側に入ることはできません。このように，１＜５＜９＜…，３＜７＜１１＜…で長方形は内側に入る

ことができます。 

   では，縦１５０マス，横３０１マスのマス目の場合，どのような入れ方で長方形は最多になるで 

しょうか。このマス目に入る最も大きい長方形は，（１５０＋３０１）×２－４＝８９８， 

８９８÷３＝２９９余り１となるので，２９９－１＝２９８より，２９７の長方形が入ります。ここ

から，２９７，２９３，２８９，…，５，１の長方形を入れた場合，７５個の長方形が入ります。 

   他方で，（１）の１＜５と３のように２つの系列に分けて長方形を入れていった場合，おおむね縦横

ともに１５０マスの長方形を考えます。（１５０＋１５０）×２－４＝５９６，５９６÷３＝１９８余

り２より，１９７および１９９の長方形を考えます。 

（１９７＋１）×３＝５９４，（５９４＋４）÷２＝２９９，２９９＝１４９＋１５０より， 

縦１５０マス横１４９マスの長方形ができ， 

（１９９＋１）×３＝６００，（６００＋４）÷２＝３０２， 

３０２＝１５１＋１５１＝１５０＋１５２より，縦１５０マス横１５２マスの長方形ができます。 

   この２つをあわせると，ちょうど縦１５０マス，横３０１マスのマス目をうめることができます。 

 

 

 

 

 

 

   １から１９９までの奇数の数字の長方形が入るので，１００個です。 
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